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１．研究計画の概要 
通常、イタリアの都市貴族は、都市内におい

ては、中世中期には塔を一つのシンボルとし

て、中世後期には中核となる館（Palazzo）

を有して、一定地区を基盤としていたとされ

る。従来都市貴族は否定的に捉えられてきた

が、都市の政治をリードした支配者層の中に

は、都市貴族層が常に含まれており、都市支

配の拡大にともなって自らの勢力範囲を拡

大し、都市域整備、都市のシンボル構築、都

市のイメージ作りに関与していくと考えら

れる。 

本研究は、その実態を明らかにするために、

以下の４つの柱をたてた。 

(1) ローマを中心とする中部イタリアの諸都

市の比較対照研究。 

(2)  北イタリアの諸都市の比較対照研究。 

(3) 『健康全書』写本特徴の研究。豪華写本

をやりとりする支配者層の婚姻関係、建

築・美術専門家グループによるネットワ

ークなどに着目。 

(4) 南イタリアの諸都市の比較対照研究。中

部イタリア、北部イタリアと対照する。 
 

２．研究の進捗状況 
当初の計画では、中部イタリアについては、

初年度においてデータ収集をおこなう予定
だったが、各州のデータをあわせて検討する
ために、データ収集だけで 2 年を要した。 
 2～3 年目には、北イタリアの都市比較研究
計画しており、以下の都市について、この期
間に都市空間のありかたについて、確認調査
をおこなった。 
(1) ヴァレ・ダオスタ州 アオスタ 
(2) ピエモンテ州 トリノ アスティ 
(3) ロンバルディア州 ミラノ ベルガモ 

ブレッシャ コモ モンツァ パヴィア  
(4) エミーリア・ロマーニャ州 ボローニャ 

モデナ フェラーラ 
(5) ヴェネト州 ヴェネツィア ヴェローナ 

パドヴァ 
(6) トスカナ州 フィレンツェ シエナ ル

ッカ ピサ 
(7) ウンブリア州 ペルージャ アッシジ 

トーディ フォリーニョ 
(8) ラツィオ州 ローマ ヴィテルボ 

（なお、以上の都市以外に、パルマ、ピ
アチェンツァ、クレモナなどについては、
既に調査確認をおこなっている。） 

海外調査のために十分な時間がとれなか
った状況下では、以上の調査状況ではかなり
の確認調査をおこなえたが、本務校大学研究
室の改修工事のために、調査結果についての
十分な考察がまだできていない。特に計画で
調査予定だった南部のカンパーニャ地方に
ついては調査できていない。 
都市を基盤に活動した支配者層について、

他国との比較で皇帝家によるイタリア支配
のありかたについて、女性の活躍を中心にシ
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ンポジウムで論じる機会を得た。 
 国際的な共同研究推進については、ローマ
大学のファリーニ教授、およびボローニャ大
学のモンタナーリ教授、ムッツァレッリ教授
に加えて、ボローニャ国立文書館関係者、ミ
ラノ大学のキットリーニ教授と意見を交換
した。 
 また『健康全書』については、一般向きに
さまざまな観点から論じる機会を得るとと
もに、最新のファクシミリ版も入手した。さ
らに若手フランス美術史研究者との共同研
究を進める準備をおこなった。 
 この『健康全書』およびボローニャなどの
都市のありかたについては WEB で論じてい
る。 
  
３．現在までの達成度 
 ③やや遅れている。 
 本年度研究室がある建物改修にともなっ
て、一部機器や収集した資料が利用できない
状況にあった。また、大学において学科長職
にあったが、予定外にインフルエンザなどの
対応に追われることになり、研究時間を十分
にとることができなかった。 
  
４．今後の研究の推進方策 

来年度は、本来ならば最終年度なので、こ
れまで調査できていなかったところについ
て調査をし、全体としてのまとめをする予定
であった。 

しかしながら、本務校で小学校校長職(少な
くとも任期 2 年)就任が決まり、調査がどの程
度できるか、あるいはその結果を踏まえての
議論がどれほどできるかは、現時点では不透
明である。そのため、より広く多様なデータ
を集積したうえで、特に都市空間と支配者の
ありかたについて議論を進めるためには、研
究をより長いスパンで進めていく必要があ
ると感じている。そのため、本研究をより望
ましいかたちでまとめるためには、平成 23
年度（2011）年度以降も、継続性の高い研究
を想定して続けて研究をすることが望まし
いと考える 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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